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【Ⅰ.大会概要】



【第104回日本陸上競技選手権大会 要項】
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【10/1（木）競技日程】
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【10/2（金）競技日程】
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【10/3（土）競技日程】
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【参加選手数】
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【組織図】
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【運営体制図】
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新潟アルビレックスランニングクラブ



【Ⅱ.感染症対策】



【一般来場】
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▼一般観客席

▼競技者・関係者席

【注意事項】
・住所、氏名、連絡先などの個人情報を
チケットぴあ又は健康管理チェックシートにて取得

・新潟県在住の方のみのご来場（入場ゲートにて身分証の確認あり）

・当日は間隔をあけてのご観戦（複数枚購入でも隣り合わせでの着席はできません）

・会場内での当日券・前売券の販売はなし（チケットぴあで事前に購入）

・3日間通し券はなし

・未就学児童は、保護者膝上での観戦に限り無料です

■来場者数 大会日程 来 場 者 数

10/1（木） 1,020名（招待券：265名）

10/2（金） 2,194名（招待券：194名）

10/3（土） 2,004名（招待券：75名）

合 計 5,218名（招待券：534名）

■観戦チケット

◆一般観戦チケット

◆招待券

■観戦チケット売上枚数



【一般入場管理】
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カテゴリー 担当部署 スタッフ 業務内容 9/30
（水）

10/1
（木）

10/2
（金）

10/3
（土）

一般観客入場口
（Sゲート）

シミズオクト シミズオクト

入場管理、入場者数カウント
10：15～

17：00
10：00～

19：30
9：00～
20：30

9：00～
17：50

検温、住所確認
チアスティック配布

10：15～
17：00

10：00～
19：30

9：00～
20：30

9：00～
17：50

選手・関係者入口
（Nゲート）

シミズオクト シミズオクト AD、検温シールチェック
9：30～
20：00

9：30～
20：00

9：30～
21：00

7：30～
18：00



【観客席】

- 10 -



【車いす席】
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【諸室運用】
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【諸室運用】
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【ADコントロール】
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【感染症対策備品一覧】

▼消毒液スタンド▼AI体温検知システム ▼タレット型サーマルカメラ ▼テレサリーダー

▼非接触型体温計 ▼ハンズフリー拡声器 ▼靴裏消毒マット ▼プリコーションセット

▼手指アルコール消毒用ボトル
（1L/500mℓ/30mℓ） ▼手指消毒用アルコール（5L） ▼フェイスシールド ▼使い捨て手袋
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【消毒液スタンド設置箇所】

No. 設 置 箇 所 消毒液スタンド 消毒液ディスペンサー

■1F

1 競技役員・来賓入場口（正面エントランス） 3台 4個

2 選手・コーチ入場口（正面エントランス） 3台 5個

3 報道入場口（正面エントランス） 1台 1個

4 再入場口（正面エントランス） 1台 1個

5 1Fエレベーター前 1台 1個

■3F

6 3Fエレベーター前 1台 1個

▼競技役員・来賓入場口 ▼選手・コーチ入場口

▼報道入場口 ▼再入場口

▼消毒の様子
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【靴裏消毒マット設置箇所】

▼中央階段前（正面エントランス）

No. 設 置 箇 所 靴裏消毒マット

■1F

1 中央階段前（正面エントランス） 2枚

2 招集所横（第4ゲート） 1枚

3 出発待機所横（第1ゲート） 1枚

4 主競技場－補助競技場出入口 2枚

▼主競技場－補助競技場出入口

▼招集所横（第4ゲート） ▼出発待機所横（第1ゲート）
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【テレサ －体温記録活用アプリ－】

「テレサ －体温記録活用アプリ－」は、体温や体調、個人情報をデータベース上で一括管理し、
多人数で構成される各種イベントでの活用を目的としたアプリケーションソフトです。
アプリ名の「テレサ」は「Temperature（体温）」「Record（記録）」「Safety（安心・安

全）」の頭文字を取ったものであり、体温や体調管理が必要となる、これからのWithコロナ時代
における「安心・安全」の確保のためにお使いいただけます。

Temperature
(体温)

Record
（記録）

Safety
(安心・安全)

イベント時にテレサを用いることによって、

①イベント前の検温記録・体調管理 ②個人情報の把握・管理
③メッセージ機能 ④QRコードでの入場管理
⑤イベント後の検温記録・体調管理 ⑥イベント後の関係者への緊急連絡

が可能となり、感染症対策が必須となるこれからのイベント運営に活用できます。

■テレサ－体温記録活用アプリ－とは

これまで、イベント関係者の「体温・体調」および「個人情報」の収集を紙媒体で行っていた

ものがスマートフォン1つで完結し、ペーパーレス化や運営業務の効率化、さらには紙媒体でのや

りとりの問題点である接触リスクの低減や個人情報管理の安全性向上につながります。

個人情
報

体温 体調

データベース上 で 一括管理

個人情
報

体温

体調

紙媒体 で個別管理
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体調管理チェックシートの提出および「テレサ-体温記録活用アプリ-」の利用について

第104回日本陸上競技選手権大会（10月1日~3日）の検温および体調チェック期間は9月23日（水）

~10月17日（土）です。本大会では大会関係者の皆様の検温および体調チェックを従来の「体調管理

チェックシート」だけでなく、スマートフォンアプリ「テレサ-体温記録活用アプリ-」を用いても可能

とします。シート記入の手間を省くことができるとともに、提出の際の対面接触を避けるために積極的

なご活用をお願いいたします。利用される方は以下の手順に沿って利用してください。

■利用手順

①ご自身のスマートフォンにアプリをインストールしてください。

【iPhone用】https://apple.co/2EqnhJo 【Android用】https://bit.ly/2FR4kAm

②利用開始時にユーザー情報を登録してください。

※万が一、大会関係者から感染者または濃厚接触者が出た場合の連絡手段としてのみ使用し、情報はプ

ライバシーポリシーに基づき厳重に管理されます。

▼ユーザー情報登録画面

【テレサ －体温記録活用アプリ－】
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https://apps.apple.com/jp/app/id1527208310
https://bit.ly/2FR4kAm


③大会関係者（主催者・VIP・来賓・協賛社・スタッフ）をONにしてください。

▼ホーム画面

④検温の入力はホーム画面「本日の検温結果を記録する」もしくは「記録」タブから入力できます。

検温記録は「履歴」タブから確認・変更が可能です。

□□大会参加者の皆様へ

いずれか
をタップ 体温を選択し「OK」

タップ

ONにしてください
※ONになっていないと
問診が表示されません

【テレサ －体温記録活用アプリ－】
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⑤体調チェックの入力画面は検温入力後に表示されます。先に体調チェックを入力する場合は「問診」

タブから入力できます。問診内容は一度確定すると変更できないので注意してください。

⑥来場日前日までの体温記録と問診が完了すると、入場コードが表示できるようになります。受付時に

スキャナーにかざしてください。

検温結果
入力後

OKをタップ

▼入力画面 ▼確認画面

or

タップ

【テレサ －体温記録活用アプリ－】
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【テレサ チェック数】
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開催日程 選手・コーチ 競技役員・補助員 大会関係者・来賓 報道

9/30（水） 401名 13名 49名 －

10/1（木） 902名 265名 117名 95名

10/2（金） 913名 290名 136名 101名

10/3（土） 529名 298名 119名 91名

合計 2,745名 866名 421名 287名

・9/23（水）～ 9/29（火）大会前健康管理チェックを実施。

・9/30（木）～ 10/3（土）大会期間中健康管理チェックを実施。

・10/4（日）～10/18（日）大会後健康管理チェックを実施。

・事前に問診項目にチェックがあった場合、当人へメールにて体調を確認後、
問題がなければWRN処理を実施。

・NGコードが出た場合、主催者（日本陸上競技連盟）の問診後、問題なければWRN処理を実施。

■テレサチェック数

開催日程 選手・コーチ 競技役員・大会関係者 報道

9/23（水）～9/29（火） 8名 6名 0名

9/30（水）～10/3（土） 4名 2名 0名

■事前NGコード確認数

■入場コード表示



【入場フロー・動線】

入場フロー

選手
チーム
関係者

受
付

陸連役
員

新潟陸
協競技
役員

選手・コーチ・役員・来賓・報道動線

テ
レ
サ
実
施

検

温

検
温
済
証
発
行

正面玄関前

Wゲート
入場

正面玄
関
入場

来賓

報道

1ゲート前

Sゲート前

一般

受
付

テ
レ

サ
実施

検

温

検
温
済

証
発
行

検

温

検
温
済

証
発
行

正面玄
関
入場

1ゲート
入場

Sゲート
入場

チ
ケ
ッ

ト
確
認

手
荷
物

検
査

バ
ス
プ
ー
ル

役員駐車場

主競技場

補
助
競
技
場

エコスタジアム

来
賓
駐
車
場

- 23 -



【正面入口 入場管理】

カテゴリー 担当部署 スタッフ 業務内容 9/30（水） 10/1（木） 10/2（金） 10/3（土）

選手・コーチ入場口
（正面入口）

新潟ARC 新潟ARC

入場管理、テレサチェック
10：15～

17：00
10：00～

19：30
9：00～
20：30

9：00～
17：50

検温、検温シール配布
10：15～

17：00
10：00～

19：30
9：00～
20：30

9：00～
17：50

大会役員・来賓・報道
入場口（正面入口）

新潟ARC 新潟ARC

入場管理、テレサチェック
7：30～
17：00

7：30～
19：30

7：30～
20：30

7：30～
18：30

検温、検温シール配布
7：30～
17：00

7：30～
19：30

7：30～
20：30

7：30～
18：30

消毒マット

正面玄関

選手来場動線選
手
受
付

テレサ
チェック
シート

記
入
台

記
入
台

テレサ
チェック
シート検

温
済
証
配

布

消毒マット

2

★

来
賓

来賓動線

検
温

手
指
消
毒

新潟陸協

役員動線

報道動線

▼選手・コーチ入場口

▼競技役員・来賓入場口 ▼報道入場口
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【選手・コーチ 入場管理】

①

①

①

④

③

③

③

②

消毒マット消
⑥

⑥

選
手
受
付

テレサ
チェック
シート

記
入
台

⑤

⑧ ⑨

⑦

カテゴリー 担当部署 スタッフ 業務内容 9/30（水） 10/1（木） 10/2（金） 10/3（土）

選手・コーチ入場口
（正面入口）

新潟ARC 新潟ARC

入場管理、テレサチェック
10：15～

17：00
10：00～

19：30
9：00～
20：30

9：00～
17：50

検温、検温シール配布
10：15～

17：00
10：00～

19：30
9：00～
20：30

9：00～
17：50

選手来場動線

▼検温

▼検温チェックシール配布

▼テレサチェック

▼手指アルコール消毒
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【競技役員・来賓・報道 入場管理】

消

消毒マット

来
賓

新潟
陸協

記
入
台

テレサ
チェック
シート

A
I
A
I

⑤

A
I

テレサ
チェック
シート

記
入
台

3Fエレベー
ター出入口に
も設置 ②

⑧ ⑨

⑧ ⑨

⑤

②

③
④

消

⑥

⑥

A
I

③

③

③
消

消

消

④

消

カテゴリー 担当部署 スタッフ 業務内容 9/30（水） 10/1（木） 10/2（金） 10/3（土）

大会役員・来賓・報道
入場口（正面入口）

新潟ARC 新潟ARC

入場管理、テレサチェック
7：30～
17：00

7：30～
19：30

7：30～
20：30

7：30～
18：30

検温、検温シール配布
7：30～
17：00

7：30～
19：30

7：30～
20：30

7：30～
18：30

報道動線

▼テレサチェック（競技役員・来賓）

▼検温（競技役員・来賓）

▼検温チェックシール配布

▼テレサチェック（報道）

▼検温（報道）

▼手指アルコール消毒
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【大会関係者 検温人数】
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【大会関係者 検温人数】
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【大会関係者 検温人数】
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【体調不良者発生時の対応フロー】
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テレサ or 体調管理チェックシート
提出／確認



【体調不良者発生時の対応フロー】
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【サイン一覧】
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① ソーシャルディスタンス ② 検温（サーマル） ③ 足裏マーク

④ マスク着用（右向き） ⑤ チェックシート記載台 ⑥ 足裏消毒

⑦ 本日検温済みの方こちら ⑧ テレサ受付 ⑨ チェックシート等受付

看板① 検温実施中(両面）×1 看板② 検温実施中（片面）×2 看板③ シート・テレサ提出（片面）×2 看板④ 進入禁止（片面）×1

180
0

60
0

54
0

540

1400 14
00

5
4
0

140
0



【Ⅲ.警備・誘導】



【警備計画】
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【警備体制】
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【警備配置】
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【警備配置】
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【警備配置】
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【警備配置／1F本部棟】
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【警備配置／来賓】

来賓・VIP
受付

記
入
台

テレサ
チェック
シート

消

IA

消

消

消

消

検
温
済
証
配
布

IA

IA

IA

▼来賓・VIP受付レイアウト
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【警備配置／2Fラウンジ】
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【警備配置／3Fスタンド・コンコース】
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【警備配置／3Fコンコース】
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【警備配置／入場ゲート】
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【警備配置／入場ゲート】
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【警備配置／外周】
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【警備配置／VIP駐車場】
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【会場情報】

■競技場

■補助競技場
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【会場導線】
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【車両コントロール】
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【車両コントロール】
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第104回日本陸上競技選手権大会
オンライン取材対応に関して

2020．11 日本陸上競技連盟
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• Googleフォームで取材希望選手を受け付けた。今までの大会での取材実績（日本代表選手など）を鑑み、希望が

ありそうな選手は予めフォームへ提示しておき、それ以外の選手での希望を調査した。（大会の約1週間前）

▼申請フォーム：https://forms.gle/Drv277eoGh1F1i9R7

• 取りまとめ後、希望選手リストを作成した。（どの社が希望しているかもテレビ・新聞それぞれまとめておく。）

• 取材希望社が多く必ず実施する選手（ルーム１と２）だけを決定・メディアへご案内（取材対象選手一覧）する。あと

の選手に関しては、1社（地方紙）しか希望していない選手が多かったため、当日の結果やミックスゾーンの状況も

踏まえて、陸連代表取材にするか、オンライン（ルーム１～３）にするか、対応しないかを判断した。（振り分け担当者）

• 対象選手のその日の最後のレース後に取材を行った（次のラウンド、種目がある場合はその後実施）

• 取材対象予定者以外の選手が優勝、新記録の場合は希望になくてもオンライン取材を行った。

• テレビ取材はスポーツニュース協会幹事社を中心にリストを見ながら、当日実際に取材を行う選手を決定した。

基本は幹事社が質問を行ったが、各系列の記者1名は取材したい選手の際のみミックスゾーンに入り質問ができる

よう調整した。

日本選手権オンライン取材（当日までの準備、当日の対応）
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• 使い捨てイヤホン（司会者は各自イヤホン準備）

• スタンドマイク

• インターフェース

• ノートパソコン（1つのオンライン場所に対して2台）

• ゴミ箱

• 消毒セット（除菌ティッシュ、拭き取り用ティッシュ）

• オンライン取材①・②・③の案内ボード（机に貼り付け、誘導の際に分かるようにする。）

• 選手が待機する椅子（多めに）

日本選手権オンライン取材（準備物）
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日本選手権オンライン取材（ミックスゾーンのレイアウト）

今回はZOOMを使用
記者はプレスルーム記者席、
自分の会社などそれぞれの
場所から参加した。
オンライン取材とは別に、陸連代表
取材も行い音声データを共有した。

なお、コロナ対策でイヤホンは使い
捨てとした。（マイクはスタンドマイ
クを使用して選手の声を拾った。）

テ
レ
ビ
取
材
エ
リ
ア

オンライン取材エリア

取材
１

取材
２

取材
３

選手導線

代
表
取
材

選手 司会者

1

2
345

6

＜スタッフ配置＞

① 振り分け担当

② 代表取材インタビューアー

③ ルーム1 司会

④ ルーム2 司会

⑤ ルーム3 司会

⑥ ZOOM管理・進行予定通知

⑦ 選手誘導（競技役員3名）

⑧ テレビ取材管理者

⑨ 補助員（3名、お掃除担当）

７

７

７

8

フィールド選手が入ってきた

際に、名前を確認した。

9
9 9

代表取材インタビュアー 選手
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①選手へ簡単な流れを説明

★オンライン取材のため、イヤホンを付けていただくこと

★最初の1問は進行役から行うこと

進行役 「オンライン上にいる記者の方からの取材にご対応いただきます。 最初に私から本日のレースの感想をお聞ききし、

その後記者の方からの質問に答えていただく流れで進めます。」

※次に取材を実施する選手の名前を、記者の方が待機しているチャットに記入する。

②取材開始

★選手側のPCのミュートを解除する。（スタンドマイクで操作可能！）

★選手側のカメラがONになっていることを確認。

★画面録画ボタンを押す（必須！） ⇒録画したものを、Googleドライブでメディアへ共有。

進行役 「それではこれから○○選手の取材を開始いたします。」 →録画を見た時に間違えないよう、必ず始まる前に

選手の名前入れる。

「○○選手、本日のレースを振り返って感想をお願いいたします。」

～選手が答える～

進行役 「ありがとうございます。」 ⇒質疑応答へ。

日本選手権オンライン取材（取材の流れ①）
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③質疑応答を開始

・質問がある方はチャットにお名前と所属先を記入いただくよう案内し、記入順に記者を指名して取材を行う。

＜原則＞ 時間は５分・３問程度、記者１人につき１問 ※ただし、優勝者や好記録者は少し長めに対応。

④選手を誘導

取材終了後、イヤホンを取ってもらい誘導する。

※テレビやフラッシュが終わっていない場合は、誘導係に誘導を依頼、両方終了した場合は、PECR（競技後に衣類や

荷物が運ばれている場所）へ誘導する。 （競技役員・または補助員へ依頼）

★消毒作業★

・選手が触れた箇所の消毒とイヤホンの取り換え。（補助員）

＜その他＞

・優勝者はテレビ取材とペン取材を必須で対応する。（取材対象に入っていなくても。）

・ミュートではないのに音が聞こえず質問内容が分からない場合は、先に次の方に質問いただき、その間にチャッ

トに質問内容を記入いただくように依 頼する。

日本選手権オンライン取材（取材の流れ②）
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日本選手権オンライン取材（ZOOM機能詳細）

メディアとのやり取りはZOOMを使用した。

ミーティングを１つ設定し、全員がそこに参加し、そのなかのブレイクアウトルーム機能（分科会）を

活用し、取材エリア1-3を自由に行き来してもらった。

どこで誰の取材が行われているかは、画面共有、チャット機能（各ルーム司会者）を使って、随時お知らせした。

司会者には司会をするとともに、録画の対応を実施。

※録画：一度ミーティングを退出しないと、録画ができないため空いた時間で司会者は退出作業と映像の保存作業を行った。

再度入室する際は、管理者から権限を与えてもらい再度オンライン取材を実施した。

（権限を与えてもらわないと、録画機能が使用できないため。）

このルームと

取材エリア1-3

を対応させた
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日本選手権オンライン取材（データの格納）

ZOOMを使ったオンライン取材の動画データ、代表取材の音声

データについて、googleドライブを用いて取材申請者に共有した。

ZOOMで録画した映像は各司会者のPCのローカルに保存し、自

動転送ツール（Backup.exeフリー）を用いて、googleドライブ

に転送した。

Googleドライブを定期的に確認し、随時ファイル名を取材対象選

手名に変更した
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日本選手権オンライン取材（ZOOM管理・進行予定通知）

ZOOMのブレイクアウトルーム機能を使った場合、ルームに

入ってしまうと、全体に対して通知が送れない。

ブロードキャスト機能で一時的に送ることができるが、数秒で

消えてしまい、履歴が残らないので、記者側がどこで何が行わ

れているのかを把握することが難しい状況になる。

そこでブロードキャスト、チャットも使いながら、googleドキュ

メントを画面共有し、かつドキュメント自体も共有しながら、そ

この中に進行状況、予定を記入して共有した。

またルーム1、２，３で誰の取材を実施するかは振り分け担当が

行ったので、振り分け担当から具体的な指示を受け、予定をメ

ディアに通知した。

予定が急遽変更になったり、テレビ取材に時間がかかったりす

ることがあった。

またZOOM管理として、各司会者が録画したファイルを保存

するために一旦ミーティングから退出するので、入室するたび

に共同ホストの権限を設定する必要があった。
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日本選手権オンライン取材（陸連代表取材）

ZOOMによる取材で対応しきれない選手、取材を希望するメディ
アが少ない選手は、陸連代表取材で対応し、音声データを共有ドラ
イブに格納してメディアに共有した。

インタビュアーはマスクを着用し、選手との間を確保した上で対面
でインタビューした。

録音やファイルの処理にはICレコーダーを使わず、パソコンの音
声編集ソフト（Audacity）を活用。音声レベルを確認しながら録
音でき、ＭＰ３ファイル化してドライブに格納。インタビュアー一人
で取材終了後1分程度で格納まででき、スムーズに進んだ。

＜準備物＞
・マイク
・ノートパソコン2台（音声処理用、大会サイト確認など作業用）
・競技の模様が映るモニター（またはライブ配信が見られる機器）
・消毒セット（除菌ティッシュ、拭き取り用ティッシュ）

<代表取材の流れ＞
①代表取材予定選手について、事前に過去の競技成績や自己記
録等を調べておく。
競技後、振り分け担当者から代表取材をする選手の指定を受
けたら、選手が来るまでに大会サイトで競技結果を確認する

②選手が着席したら、「記者が選手と接触できない代わりに代表
取材で話を聞き、音声ファイルを記者に提供する」ことを説明。
その間に録音レベルを確認し、選手とマイクの距離を調整

③取材は2～6分程度。必ず種目・選手名を言った後、選手に結
果についてコメントしてもらう。続いて、技術面の自己評価や課
題、心情、大会までの調整、今後の目標などを質問した。
どんな記事にも対応できるように幅広い質問を意識。また、結
果に不満な選手からも前向きな言葉を引き出すよう工夫した。

④取材終了後は、補助員に椅子やテーブル等を消毒してもらう。
その間に、録音のファイル化とドライブ格納を行う
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日本選手権オンライン取材（取材対応人数など）

～WEB掲載～

▼「THE ANSWER」
https://the-ans.jp/news/129849/（田中佑美選手）

～新聞掲載～
▼神奈川新聞 （高島咲季選手）

1日目（対象：9種目） 2日目（対象：14種目） 3日目（対象：11種目） 3日間 計

代表取材 オンライン
取材

代表取材 オンライン
取材

代表取材 オンライン
取材

代表取材 オンライン
取材

合計

25名 46名 27名 63名 18名 39名 70名 148名 218名

＜取材対応人数＞

＜陸連代表取材のメディアへの掲載（一部抜粋）＞

＜神奈川新聞記事＞

＜代表取材の効果＞

・地元出身選手の活躍を中心に掲載する地方紙や幅広く選手を紹介する専門誌など、
上位以外の選手を代表取材やオンライン３（地方紙からの要望を中心に対応）を活用し
したことで、より通常のミックスゾーンに近い形の取材となり、選手の活躍を広く届ける
ことができた。

https://the-ans.jp/news/129849/

